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■資料１－１（再） 地区別の高齢化率と１８歳未満の世帯員のいる世帯率 (2000年→2015年)の散布図を見ながら考える。 

   

 

 

 

 

 

 
問１ 地域に今後起きてくる変化にはどのようなものが

ありそうですか？ 

問２ 変化に対応するために必要なこと（行動）は何で

すか？ 

問３ 地域の課題対応力（地域力）を強化するために

『地域自治協議会』を、みなさんの地域（校区）でつくり

ませんか？ 

グループＡ 
 

・高齢化が進む 

・特にニュータウンで子どもが自立して出ていく 

・同じ時期に入居した地域が一斉に高齢化する 

・地域により高齢化が大きく進む所がある 

・ここ 10年は主に旧村で数値回復 

・真美ヶ丘地域の高齢化率はどんどん高くなる 

・北東校区の 18 歳以下の子どもがいる世帯率が高

止まり 

・高齢化率が今上がっている地区は高止まりするの

では？ 

・世帯の入れ替わりで若い人が入ってくる 

・福祉活動が多くなる 

・独居老人が増える 

・仕事をつくるかネットワーク推進 

→環境整備（Wi-Fiオフィス） 

→スキル修得の支援 

・コミケ（のような）イベント開催 

・空家をリノベーションして若い人に住んでもらう 

・住民ボランティアを増やす 

・若い住民を増やす 

・若年層と高齢層が共同でできる何かを模索 

・地域支え合い活動に力を入れる 

・若い人が参画できる仕組みをつくる 

・若者が地域に眼を向ける取り組み 

・高齢者が担える仕事をつくる 

・公立学校の充実 

・馬見中 3の方々を地域に巻き込む 

 

・作りたくなったら作れるように、条例にしておくのは

賛成 

・協議会をぜひ作りたいが、担い手は？ 

・子どもの支援を校区で担えるのなら（作るのがよい） 

・何で必要なのかわからず、押し付けする形での立

ち上げは反対 

 

 

グループＢ 
 

・村のためにやってくれる人、いる？ 

・役職が集中する 

・子供会が消える 

・組織がなくなるとつながりが減る 

・外国人の労働が必要となる → 外国人が増える 

・町の税収が減る 

・「人生の楽園」づくり 

・耕作放棄地に就農者を 

・働き先（雇用）の確保 → 人が出ていかないように 

・都会から子どもを呼び戻す 

・後継者を育てるため、役職に若い人を入れる 

・老人どうしのつながりをつくる 

・外国人への門戸を広げる 

・外国人にずっと働いてもらう 

・課題別に対応して組織づくり 

・校区にとらわれない組織 

 

 

問 １ 地域に今後起きてくる変化にはどのようなものがありそうですか？ 

２ 変化に対応するために必要なこと（行動）は何ですか？ 

３ 地域の課題対応力（地域力）を強化する仕組みのひとつとして『地域自治協議会』（資料１参照）があります。 

みなさんの地域（校区）でつくりませんか？ 

 

別 紙 
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グループＣ 
・旧村がなくなる、旧村の高齢化がますます進む 

・子どもが少なくなる 

・一人暮らし世帯が増える 

・若者の結婚年齢が上がり、子どもが少なくなる 

・地域差が拡大する 

・昼間に町内にいる人が増える（若い人は減る） 

・日中の人口増加 

・朝の活動者が増加 

・宅地開発が進めば若年層が増える 

・自治会の担い手がいなくなる 

・周りとのつながりが希薄になる 

・災害時の共助が成り立たなくなる 

・人が減って、空き家が増える 

 

・三世代同居して、生活の質を上げる 

・子どもの病気、夜間・病児保育のサポート（働く親の

サポート） 

・定年になってから参加できる活動をつくる 

・自治会の問題を、自治会どうしで助けあう 

・元気で豊かな高齢者が活躍できる場をつくる 

・結婚年齢を下げる → 少子化を防ぐ 

・広陵町町内に外国人を居住させる企業に 

・朝の見守りでつながりをつくる 

・古民家を安く販売して、人に住んでもらう（人口が増

える） 

・町のよさをアピールして（自然、文化財）、住んでも

らう 

 

・おやじの会をつくって、若い人を集める 

 

・今でしょ！ 

 

・やってみる問題（課題）が出たら、また考える 

・自治協議会には○（賛成）です 

・地域が活性化する（相手よし、自分よし、みんなよ

し） 

・○自治会だけでなく、みんなが一緒に考えてやっ

ていけるところがいいと思います 

・○（賛成）で、自分たちが住むまちを自分たちで作

っていきたい 

 

 

 

 

 

 

 


